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１．はじめに 

 近年，大阪平野では地下構造探査データ（深層ボーリング，反射法地震探査，微動探査など）をもとに３次

元地下構造モデルの作成が可能となっており，趙・他（2002）や堀川・他（2003）などによりモデル化が行われて

いる。地下構造探査データをもとに作成されたモデルを用いた３次元シミュレーションでは，S 波到達付近の観測

記録の振幅及び位相は概ね再現することが可能になってきているが，合成結果の後続波を観測記録と比べると過小

評価になっていることが多い。この原因として，モデルの波の伝播速度の設定や境界面形状の設定が適切に行われ

ていないことも考えられるが，シミュレーション結果を見てみると堆積盆地内の観測点の多くで後続波が過小評価

になる場合が多く，減衰パラメータ（Ｑ値）の設定が適切に行われていないことが大きく影響していると考えられ

る。そこで，本研究では差分法を用いた３次元シミュレーションにより大阪平野でのＱ値の推定を行う。 

２．手法および解析の概要 

 地震動の計算には，不等間隔のスタッガードグリッドを用いた空間４次，時間２次精度の３次元有限差分法

（Pitarka，1999）を用いる。差分法への減衰の導入は Graves（1996）を用いる。ただし，この手法ではＰ波とＳ

波の減衰を同時に考慮することができないため，ここではＳ波の減衰のみ最適値の推定を行うこととする。シミュ

レーションの対象は大阪平野北部（1995 年 1 月 17 日，M5.4）の地震と三重県中部（2000 年 10 月 31 日，M5.7）の

地震とする。観測記録として関西地震観測研究協議会の強震観測網と防災科学技術研究所の KiK-net，K-NET のデー

タを用いる。 

３．結果 

 解析の結果，0.1～0.7Hz の周波数範囲において観測波形を説明するためにはＳ波のＱ値はＳ波速度（単位：

m/s）の５分の１ ～ ２．５分の１ 程度が良いという結果を得た。 
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